
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 
 

  
 
  

自分で決めた目標（何つっきー）に毎日こつ
こつと粘り強く取り組みましょう。 

【本校独自の単位】１０分間＝１つっきー 



 

 

 

 

 

 

自分で目標（１日何つっきーに何回取り組む 

か）を決め、毎日その目標を達成できるように 

取り組むことが大切です。各学年で取り組んで 

ほしい時間の目安を示していますが、あくまで 

も目安です。実現できない目標ではなく、実現 

可能な目標を設定することが大切です。 

高学年であっても「３つっきーに取 

り組む」と決めたら、その目標に取り 

組めばよいのです。もちろん学年を飛 

び越えて『○つっきー（上学年の時間 

の目安）』に取り組んでもよいのです。 

 

 

 
 
 

 

学年が上がるに連れて、「宿題（学校から与え

られた学習課題やプリント）」に加え、取り組むべ

き学習内容を自分で考えて取り組む「自主学習」

の割合を増やしていくようにします。 

 

 

 

 

 
 
 

 

 保護者のかかわりとしては、朝や夜の短い時間 

でも、お子さんがその日に家庭での学習に取り組 

んだ内容を確認したり、頑張ったことを褒めたり 

していただくことが重要です。 

 

 

 

 

自分で課題
を見付ける
力も高めて
いきます 

 その日によって取り組む
時間が変わるよりも、自分
で決めた目標の実現に向け
て毎日粘り強く取り組み続
けることが大切です。 

目標をもつ
こと で自ら
進んで取り
組むのです 

【取り組む時間の目安】 
１年生…１つっきー（１０分） 
２年生…２つっきー（２０分） 
３年生…３つっきー（３０分） 
４年生…４つっきー（４０分） 
５年生…５つっきー（５０分） 
６年生…６つっきー（６０分） 

「自分で目標を決める」と言っても、子ども任せではいけません。
保護者がお子さんと一緒に「頑張れそうな目標」を考え、最終的に「子
どもが自分で決める」ことがポイントです。 

子どものや
る気を引き
出すかかわ
りが… 

 お子さんが『記録カード』に「その日に取
り組んだ学習時間（何つっきーか）」を毎日記
入していきますので、そのカードにも目を通
して頑張りを褒めていただければ幸いです。 

【家庭での約束を決める】 
 例えば、「家庭での学習」を終
わらせてからゲームの時間に
するなどの約束を決めます。 

－１－ 



 

 

 

 

 

１年生は、次のような発達の特徴があるので、 

その特徴に合った学習の在り方が大切です。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

                学校では、次のような内容を学習します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次のような内容に取り組むことが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

低学年は「 
大人と一緒
に」が基本
です 

○いろいろなことに興味をもち、何でも知り
たがっています。 

○一人で家庭学習をやり切らせるためには、
家族の手助けが必要不可欠です。 

○成長に個人差が見られます。（他の子ども
と違って当たり前です。）頑張ったことを
ほめてほしいと思っています。 

家庭での学
習を通して
粘り強さを
高めます 

保護者の「 
ほめて励ま
す」 関わ り
が大切です 

【国語】 
○「あいうえお」の口形に注意し、句読点に気
を付けて大きな声ではっきり読む。 

○「ひらがな、カタカナ、漢字」を、とめ、はね、
はらいに気を付けて丁寧にゆっくり書く。 

○本をたくさん読む。（読み聞かせを含む。） 
【算数】 
○１０の合成、１０の分解がスム－ズにできる
ようにする。 

○２ケタのたし算やひき算の計算をする。 
○数の大小がわかり、数直線に表す。 
○日常生活の中で、時刻が読めるようにする。 

楽しかったことやうれしか
ったことを素直に自分の言葉
で書くことが大切です。 

【その他】 
○身近にある物を使って工作
を作ったり、想像したこと
を絵で表したりする。 

○興味のあることを図鑑など
で調べる。 

○鍵盤ハーモニカを演奏する。 
○なわとびの技に挑戦する。 

 お子さんと一緒に「何をす
ればよいのか」と取り組む時
間を決めて、一定時間集中し
て取り組む習慣を身に付ける
ようにすることが大切です。 

○ひらがな、カタカナ、８０字の漢字を学習
する。 

○生活と結び付いた学習が多く、具体物を使
ったり実際に体験したりしながら学ぶ。 

○繰り返し練習することによって、力の付く
学習内容がたくさんある。 

○「鉛筆を正しく持つ」「明日の学習準備をす
る」「整理整頓する（持ち物の管理をする）」
は、学習の基本である。 
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２年生は、次のような発達の特徴があるので、 

その特徴に合った学習の在り方が大切です。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

                学校では、次のような内容を学習します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次のような内容に取り組むことが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

少しずつ自
分で取り組
むようにす
ることが… 

○１年間の学校生活の流れを経験し、見通し
がもてるようになっています。 

○できることは自分からしたがります。自分
のことは自分でする習慣を付けるのによ
い時期です。 

○正しい鉛筆の持ち方はこの時期までに身
に付けさせることが大切です。 

粘り強く取
り組む力を
高めること
が大切です 

保護者の「 
ほめて励ま
す」 関わ り
が大切です 

【国語】 
○姿勢や口形、声の大きさや速さに注意して、
はっきりした発音で読む。 

○漢字を熟語にして書いたり、送り仮名を付
けて書いたりする。 

○親子で本を読んだり本について話をしたり
することで、本への関心を高める。 

【算数】 
○たし算やひき算の筆算やかけ算の九九を練
習する。 

○間違えた問題は、必ずもう一度やり直す習
慣を付けるようにする。 

質問しながら子どもの気付
きを広げるようなアドバイス
が重要です。 

【その他】 
○身近な出来事で不思議に思
ったことを調べる。 

○身近にある物を使って工作を
作ったり、絵を描いたりする。 

○鍵盤ハーモニカを演奏する。 
○なわとびの技に挑戦する。 

○１６０字の漢字、かけ算の九九、長さの単
位、三角形・四角形について学習する。 

○質問したり質問に答えたり、グル－プで話
し合ってまとめたりする学習が増えてくる。 

○繰り返し学習することで、身に付く学習内
容がたくさんある。 

○学ぶ力の土台となる「返事やあいさつをす
る」「はきものを揃える」「時間を守る」こ
との定着を図る。 

 お子さんと一緒に「何をす
ればよいのか」と取り組む時
間を決めて、自分で決めたこ
とをやり抜く習慣をつけるこ
とが大切です。 
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中学年は、次のような発達の特徴があるので、 

その特徴に合った学習の在り方が大切です。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

                学校では、次のような内容を学習します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次のような内容に取り組むことが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

１・２年生で
の学習の習
慣が役立ち
ます 

○好奇心が旺盛で、行動範囲が広がります。 
○自立心が芽生え、自分でやってみようとす
ることが多くなりますが、まだ手助けは必
要です。 

○みんなと行動することを好むとともに、口
答えや反抗が少しずつ見られるように…。 

○認めてほめると自信をもちます。 

自分で計画
を立てて取
り組むよう
にします 

興味をもっ
た事柄・出
来事につい
て調べます 

【国語】 
○毎日一回は声に出して読む。何日かたつとす

らすら読めて会話文にも気持ちがこもってくる。 
○漢字がへんやつくりなどから構成されてい
ることを理解し、正しく書けるようにする。 

【算数】 
○筆算では位をそろえて書き、手順を確かめな
がら正確に、次第に早くできるようにする。 

○他の単位への換算ができるようにする。 
【社会】 
○地図帳で都市の位置や県名を確かめたり、地
図記号を調べたりする。 

 言葉の意味調べ、計算練習、
社会や理科の復習などから始
めてみましょう。 

【理科】 
○学習した内容を振り返り、
さらに疑問に思ったこと
を調べてまとめる。 

【その他】 
○簡単な英語の語句を聞き
取ったり、話したりする。 

○リコーダーを演奏する。 

 ３０～４０分間は集中して
学習に取り組む力を高めま
す。ただし、子どもが自分で
目標（学習時間）をもち、や
りぬくことが基本です。 

○「生活科」がなくなり、「社会」「理科」や「総
合的な学習」が始まり、学習の内容が大きく
広がる。 

○資料集や地図帳、国語辞典や漢字辞典などを
使い、自分で調べる学習が多くなる。 

○新出漢字は、３・４年生とも２００字である。 
○算数では、分数や小数などの少しずつ抽象的
な内容を学ぶ。 

○四則計算（＋－×÷）の基礎・基本を学ぶ。 
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高学年は、次のような発達の特徴があるので、 

その特徴に合った学習の在り方が大切です。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

                学校では、次のような内容を学習します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次のような内容に取り組むことが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

焦ら ず １ ０
～２０分間
から始めて
もＯＫです 

○一人前に接してもらっているか、大切にさ
せているか等、大人の評価が気になります。 

○自分を客観的に見つめたり、友達と自分を
比べたりするようになります。 

○考える力も大人並みになり、時には大人へ
の反抗も見られます。 

○得意な教科と苦手な教科を意識し始めます。 

見通しをも
ち計画的に
取り組むよ
うにします 

もっと知り
たいことを
調べてまと
めると… 

【国語】 
○詩や俳句、短歌などを暗唱したり朗読したり
する。 

○漢字の構成や字形を意識して練習する。 
【算数】 
○定規やコンパスを使って正しい図形を描け
るようにする。 

○問題の内容を簡単な図に表してから、式を立
てる習慣をつくる。 

【社会・理科】 
○テ－マを決めて、資料集・百科事典・インタ
－ネット等で調べてノ－トにまとめる。 

 好きな学習・得意な学習か
ら始め、毎日取り組むことが
大切です。 

【外国語】 
○簡単な英語の語句を聞き
取ったり話したり、読んだ
り書いたりする。 

【その他】 
○家庭科で学習した内容を
振り返り、生活をよりよく
する実践方法を考え、レポ
ートにまとめる。 

○どの教科も学習内容が多くなる。 
○家庭科や外国語の学習が始まる。 
○新出漢字は、５年生で１８５字、６年生で
１８０字である。 

○筋道を立てて論理的に考えたり、抽象的な
ものの見方をしたりすることが求められる。 

○自分で課題を見付け、解決していくことの
おもしろさを経験させ、「学び方」や「も
のの考え方」を育てる。 

 ５０～６０分間は集中して
学習に取り組む力を高めま
す。ただし、子どもが自分で
目標（学習時間）をもち、や
りぬくことが基本です。 
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つっきー 

 

日 月 火 水 木 金 土 
 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
 
 
 

 

 

つっきー 

 

 

つっきー 

 

 

つっきー 

 

 

つっきー 

 

 

つっきー 

 
 

つっきー 

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ 
 
 

つっきー 

 
 

つっきー 

 
 

つっきー 

 
 

つっきー 

 
 

つっきー 

 
 

つっきー 

 
 

つっきー 

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ 
 
 
 

 
 

つっきー 

 
 

つっきー 

 
 

つっきー 

 
 

つっきー 

 
 

つっきー 

 
 

つっきー 

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ 
 
 

つっきー 

 
 

つっきー 

 
 

つっきー 

 
 

つっきー 

 
 

つっきー 

 
 

つっきー 

 
 

つっきー 

２８ ２９ ３０ ３１ 今月の合計は 
 
 

つっきー 

 

 

つっきー 

 

 

つっきー 

 
 

つっきー 

 

        つっきー 
 

 

 

 

 

 

 
 

◎このカードは、５月１日（木）に学校
がっこう

に持
も

って来
き

てください。 

名前
な ま え

 年
ねん

  組
くみ

 

○その日
ひ

に取
と

り組
く

んだ時間
じ か ん

（１つっきー＝１０分間
ぷんかん

）を記録
き ろ く

する。 

○目標
もくひょう

の「つっきー」をやりとげたときは、その日の四角
し か く

の中
なか

に好
す

きな

色
いろ

をぬることができる。 

○土日
ど に ち

にも「家庭
か て い

での学習
がくしゅう

」に取
と

り組
く

んだときは、取
と

り組
く

んだ時間
じ か ん

を

記録
き ろ く

する。（土日
ど に ち

は、少
すこ

しでも取
と

り組
く

んだら色
いろ

をぬることができる。） 

○達成
たっせい

することがむずかしい目標
もくひょう

を決
き

めた場合
ば あ い

、変
か

えることができる。 

○自分
じ ぶ ん

で決めた目標
もくひょう

に毎日
まいにち

（土日
ど に ち

を

のぞく）取
と

り組
く

もう。 

○目標
もくひょう

よりたくさん取
と

り組
く

んでもよい。 

３ 

○○ ○○ 

０ 

３ ５ ３ 

３ ４ 

２ ３ 

６ 

３ 

３ 

２ 

１ 

３ 

６ 

４ ５ １ 

２ 

３ 

３ ３ １ 

３ ２ ３ 

２ ３ ２ 

３ 

３つっきー
勉強したら
「３」と書き
ます 

土日は少し
でも取り組
んだら色が
ぬれます 

目標の３つ
っきー以上
なら色がぬ
れます 

目標にとど
かなかった
ので色をぬ
れません 

３ 

３ ２ 
１日に何つ
っきーに取
り組むのか
を決めます 

計算して 
書きます 

 



 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 
 

  
 
 
  

お子さんと一緒に「頑張れそうな目標」を考

え、最終的に「子どもが自分で決める」ための

参考にしてください。 



 

 

 

 

 

 

 

☆「育ち」や「学び」の特徴 

 ・「やったね」「よくできたね」という、周りのほめ言葉が、すばらしい意欲を生み出します。 

 ・一人で学習内容を決めることは、まだ難しいです。家族の手伝いが欠かせません。 

・いろいろなことに興味関心をもち、何でも知りたがる時期です。家族みんなで教えること、調べる手

伝いを積極的に行いましょう。 

 ・「早寝・早起き」「好き嫌いせずしっかりと朝食を食べる」「朝の排便」「正しい姿勢で座る」などの基

本的な生活習慣が身に付くと、学習内容も身に付いてきます。 

・家庭で子どもに出来る仕事を与えましょう。家族の一員としての自覚が育つとともに、学習に必要な

持続力・集中力・根気などが育ちます。  ◎家庭学習のポイント 

 

 

☆学習内容の特色 

 ・「読み・書き・計算」など、基礎・基本的な学習が始まります。 

 ・生活と結び付いた学習が多く、具体物を使ったり、実際に体験したりします。 

 ・繰り返し練習することで、力の付く学習内容がたくさんあります。 

 ・「鉛筆を正しく持つ」、「明日の学習の準備をする」、「鉛筆を削る」、「整理 

整頓をする」も基本となる学習です。 

 

☆学年で身に付けたい力 

習慣づけの１年生 何事にも挑戦する２年生 

・鉛筆を正しく持って字が書ける。 

線を引くことができる。 

・順序よく話をすることができる。 

・ひらがなやカタカナが読め、書くことが 

できる。 

・かけ算九九がすらすら言え、筆算が速く 

正確にできる。 

・助詞「を、へ、に、は」を使い分けて文 

章を書くことができる。 

・決められた長さの直線を、定規を使って 

正確に引くことができる。 

・たし算やひき算が正確にできる。 

 

・時計を見て、時刻がわかる。 

・短い詩を暗唱することができる。 

 

・短い詩や物語を暗唱することができる。 

・学校の周りの様子がわかる。 

 

・地域の様子がわかる。 

・学習する漢字がすべて読めて、８割以上の漢字を書くことができる。 

 

 

一緒にいてやる気をおこす！ 



 

 

 

 

 

 

 

☆「育ち」や「学び」の特徴 

 ・自立心が芽生え、自分でやろうとすることが多くなりますが、まだ手助けが必要です。 

 ・好奇心が旺盛で、行動範囲も広がります。 

・家族の温かい言葉や励ましが、やる気を起こします。 

・みんなと行動することを好むとともに、口答えや反抗が少しずつ見られるようになります。 

・家庭でできる仕事も増えます。子どもが「やりたい！」と思う料理や掃除、裁縫などの仕事やお手伝 

いをどんどんさせてあげましょう。「ありがとう」の言葉が子どもにとって、一番の喜びです。 

 

 

☆学習内容の特色 

 ・総合的な学習や社会や理科、音楽ではリコーダーの学習が始まり、 

学習範囲も大きく広がります。 

 ・資料集や地図帳、辞典を使い調べ学習をすることが多くなります。 

 ・新しい漢字をたくさん習います。 

 ・算数では分数や小数を学び、数の概念が広がるとともに、少しずつ抽象的な内容を学び始めます。 

 ・四則演算（＋－×÷）の基礎基本を徹底して学びます。 

 

◎家庭学習のポイント 

 

 

 

☆学年で身に付けたい力 

やりきる力をつける３年生 自分で考え始める４年生 

・主語と述語の意味が分かり、筋道を立て 

て話したり書いたりすることができる。 

・国語辞典や漢字辞典を使って、意味を調 

べることができる。 

・かけ算やわり算など、正しい手順で計算 

 ができる。そろばんを使って計算ができる。 

・文と文のつながりを考えて、指示語や接 

続語を使うことができる。 

・量りを使って、重さが読める。 ・わり算の筆算や何倍といった問題を解く 

ことができる。 

・正しい指遣いとタンキングでリコーダー 

 を演奏することができる。 

・コンパスや分度器を正しく使うことがで 

きる 

・毛筆で横画・縦画を正しく書くことがで 

きる。 

・ローマ字を適切に読み、書くことができる。 

・学習する漢字がすべて読めて、８割以上の漢字を書くことができる。 

 

認めて、ほめて、自信をつける 



 

 

 

 

 

 

 

☆「育ち」や「学び」の特徴 

 ・自分が認められているか、大切にされているかなど、周囲の評価が気になります。 

 ・自分を客観的に見つめたり、自分と友達を比べたりするようになります。 

 ・考える力、言語に関する知識も豊かになり、大人への反論も見られるようになります。 

 ・小学校の学習のまとめとして、中学校につなげる大切な学年です。 

 ・得意な教科と苦手な教科を意識し始めます。 

 ・先生や家族のアドバイスにより、学習に対する意欲や関心が大きく左右されます。 

 ・家族の一員として、家族を助けようと進んで仕事に取り組むことができます。 

 

☆学習内容の特色 

 ・家庭科の学習が始まり、衣食住の基礎を学びます。 

 ・保健の学習では、自分の心身について学びます。 

 ・学習内容が多くなると共に、外国語活動や世界に目を向けた学習もします。 

 ・筋道を立てて考える論理的な思考が必要になり、抽象的な内容の問題が多くなります。 

 ・自分で課題を見つけ、解決していく問題解決的な学習が多くなります。 

 ・自ら学ぶことのおもしろさや楽しさを経験し、「学び方」や学んだことを「活用する力」をつけます。                      

◎家庭学習のポイント 

 

☆学年で身に付けたい力 

 

学力の差がつく５年生 将来のめざす自分を考える６年生 

・読書を通して、考えを広げたり、深めた 

りすることができる。 

・歴史に残る古文を暗唱することができる。 

・相手の意図をつかみながら聞き、計画的に話

し合うことができる。 

・目的や意図に応じ、考えたことなどを文章全

体の構成を工夫して書くことができる。 

・分数や小数の計算の意味が分かり、正確 

に計算することができる。 

・資料を提示して説明したり、表現を工夫 

したりして伝えたりすることができる。 

・割合や百分率を使った問題を解くことが 

できる。 

・整数・分数・小数の四則演算が正しくで 

きる。 

・47 都道府県の位置が分かり、正しく言う 

ことができる。 

・歴史上の人物や出来事について、説明す 

ることができる。 

・外国語活動を楽しむことができる。 ・憲法や政治の仕組みや世界の主な国々の位

置が分かる。 

・学習する漢字がすべて読めて、８割以上の漢字を書くことができる。 

 

見守って・伸ばす 



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教科学習の 
復習や練習 

漢字を使った短文を書

いて、読み方や使い方につ

いても学習する。 

➊教科書を見ながら、自分で問題を作る。 

❷解いてみる 

❸教科書を見ながら、〇付けをする。 

 

この矢印の向きに二つの

漢字を組みあわせて、二字

熟語を作ります。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分で表を作って挑戦する。終

わったら、必ず〇付けする。 

ただ資料を見ながら書き

写すだけではなく、穴埋め問

題のように取り組む。 

その日の学校のノートをもとに、穴

埋め問題のように取り組む。 

どれも、教科書やノートが

あれば、自分の力で取り組む

ことが可能です。自分が好き

な事や得意なことばかりで

はなく、苦手な事に取り組ん

で克服することが大事です。 

また、やりっぱなしではな

く、すぐに〇付けをして、確

認することがポイントです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教科の内容を 
発展させて 

国語や社会で学

習した世界遺産のこ

とから広げて。 

学校で育てている

植物をきっかけにし

た調べ学習。 

国語の教材に登場し

た大豆について、さらに

調べてみる。 

国語や社会で学

習した和歌をさらに

調べてみる。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

身近にあるものを 
対象にした学習 

低学年のうちは、おうちの

方のアドバイスやお手伝い

が必要な場合もあるかもし

れません。 

一緒に取り組んだものを

ヒントに、少しずつ自分で取

り組めるようにご家庭でも

声をかけてあげてください。 

 

対象をはっきりさせて、じっくり観察する。気が付いたことや

分かったことを、相手に伝わるようにまとめる。見やすくまとめ

る。などといったことは、様々な教科で必要な力です。 

画像は、http://homework-recipe.com/から引用させていただきました。 

このサイトには自学のヒントがたくさんあります。一度、ご覧になってみてください。 


